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1．はじめに 

 京都盆地周辺の山腹・山麓には，世界文化遺産をはじめ数多くの重要な文化財が集積してい

る。重要文化財は代替性がなく，また，現在の社会・経済状況を考慮すると被災後の重要文化

財の修復を行うことは，容易でないことが予想される。これらの文化遺産を将来に亘って保全

するためには，自然災害に対する防災システムの確立が必要である。そこで本研究では，文化

財を守ることに特化した斜面災害データベースの構築を行う。また，データベースや収集デー

タに関する考察を行い，データの有用性について示す。  

2．データベース化 

 図-1 は，GIS を用いたデータベース化のフロ

ーチャートである。対象地域はデータベースの

基礎を確実に構築するため，京都市東山区に位

置する清水寺周辺斜面に限定して行った。デー

タとして，斜面崩壊に関連するデータ（①地質

調査データ，②過去の崩壊データ，③斜面安定

度評価データ 1），④土の物性データ 2)，⑤清水

寺の建物に関するデータ，⑥現地計測データ（間

隙水圧，温度および雨量），⑦京都市内における

過去の雨量データ）を収集した。図-2 は地質調

査データを GIS によりデータベース化したもの

である。地図中には，地質調査の測線および測

点が示され,それらを選択することにより地質

断面図等のデータを表示することができる。同

様な手法で，その他の収集データに関するデー

タベースの作成を行った。  

3. データベースを用いた考察 

 ここでは,作成したデータベースの利用方法

の一例を示し，考察を行った。これまでに現地

計測データと地質調査データや土の物性データ

の関連性について考察を行ってきている 3)。本

研究では，現地計測で得られた雨量データと京

都市内における過去の雨量データについて考察

を行った。図-3 は，気象庁のホームページ 4)から収集した 1999 年 1 月 1 日から 2004 年 7 月 21

日までの雨量データと清水寺敷地内で計測された 2004 年 7 月 22 日以降の雨量データを用いて
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図-1 データベース化のフローチャート
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図-2 地質断面図の表示例  
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作成された降雨履歴図を示し

ている。図-3 には 1999 年 6

月 27 日午前 9 時頃に清水寺内

の斜面において発生した崩壊

時のデータを示している。図

より，斜面崩壊発生時の時間

雨量や連続雨量と同等または

それ以上の値を示しているが，

斜面崩壊を起こしていないデ

ータがあり，それらの降雨履

歴曲線における最大の時間雨

量を示す点を結ぶことで土砂

災害発生基準線を決定するこ

とができる。しかし， 1999 年 6 月 30 日 1 時のプロットは時間雨量，連続雨量ともに斜面崩壊

発生時よりも大きい値を示しているが，清水寺周辺斜面では崩壊の記録はなかった。このデー

タに関しては，6 月 27 日 9 時の時点で崩壊が発生した斜面が，仮にこの時刻に崩壊が発生しな

かったとしても，30 日 1 時の雨量で崩壊が発生する可能性が十分にあると考えられるため，基

準線を決定するためのデータとしては扱わないこととした。図-3 で示されたデータの中で崩壊

時の時間雨量，連続雨量に近い 2004 年 10 月 20 日 18 時 40 分（台風 23 号による豪雨）のデー

タなどを含む 3 点のデータから土砂災害発生基準線を決定した。このとき，図中に示すように

直線（破線）による場合と，曲線（実線）による場合が考えられるが，曲線で領域を決める方

がより安全側の判定基準となるため，曲線で基準線を決定することが適切であると考えられる。

得られた土砂災害発生基準線は，現地計測データにより随時更新され，より精度を上げること

が可能である。また，豪雨時において拝観者や従業員を避難させる際の判断基準として有用で

あるといえる。 

4．おわりに 

 本研究では，文化財を守ることに特化した斜面災害データベースの構築を行った。また ,現地

計測データと過去の気象データを比較することにより土砂災害発生基準線の決定方法などにつ

いて考察を行った。本データベースを用いることによって，降雨時の斜面崩壊による防災や減

災に貢献できるのではないと考えられる。今後，データベースを現地計測データなどをリアル

タイムで取り入れ，解析と関連させることで斜面の安定性の定量的な評価を行うことが可能な

システムに発展させたいと考えている。  
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図-3 降雨履歴図 
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